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はじめに 

平成２５年度に滋賀県から受託した大学連携政策研究事業をとりまとめたものが本報告書です。環びわ

湖大学・地域コンソーシアムは、滋賀県の基本構想の策定のための基礎資料を提供することを目的に「明日

の滋賀を展望する調査」事業として本受託事業に取り組みました。そのため、できるだけ多くの参加大学の

協力をえて、事業を実施できるよう、ワーキンググループを組織しました。ワーキンググループに参加協力し

ていただいた大学は、滋賀大学、滋賀医科大学、滋賀県立大学、龍谷大学、立命館大学、成安造形大学、

聖泉大学、長浜バイオ大学、びわこ成蹊スポーツ大学、びわこ学院大学の 10 大学です。 

なお、本調査研究にあたって基礎的かつ共通するデータを当コンソーシアム事務局が収集整理し、ワー

キンググループは行政組織の縦割りにとらわれない総合的な視野で滋賀県が今後 2040 年までに直面する

課題を整理し、それに対する総合的な問題解決の方向性について検討してまいりました。 

 

もとより、県政が取り組むべき課題は広範多岐にわたるものであり、そのすべてを網羅することはできませ

んでしたが、これからの滋賀県政にとって重要な論点となる分野については、できる限り検討の対象といたし

ました。その際、滋賀県の発展を望む県内大学の研究者の視野から県政がこれから立ち向かうべき課題と

その方向性について検討させていただきました。日々直面する様々な課題に直接携わっておられる県行政

から見た課題とは違う視点から、「明日の滋賀を展望」させていただきました。 

 

  滋賀県をとりまく環境は、これまで大きく変わってきましたが、今後それを上回る大きな変化の波を受ける

ことになるでしょう。これまで有効に県政の目的を果たしてきた政策や事業も、変化する環境の中で見直しを

迫られることになるでしょう。また、同じ目的の達成に向けて今までと全く異なるアプローチを求められること

にもなると考えられます。中長期的な視野に立って、県民のより良い未来のために滋賀県行政を舵取りして

いく一助に本報告書が役立てば幸いです。 

  

平成２６年３月 

                                      一般社団法人 

環びわ湖大学・地域コンソーシアム 

代表幹事 仁連 孝昭 

 

 
 
 
 

 

 
 



調査研究の概要と報告書の構成 

 

１．目的 

  本調査研究は、「滋賀県基本構想～未来を拓く８つの扉～」（計画期間：平成 23～26 年度）が策定され

て以降、滋賀県を取り巻く社会経済情勢が大きく変化していることをふまえ、中長期的な人口・経済フレー

ムの予測を行うとともに、時代の大きな潮流が滋賀県に及ぼす影響を予測分析し、今後対応すべき課題

や目指すべき将来の姿を明らかにし、今後の政策の方向性の検討に資することを目的としている。 

 

２．調査研究内容 

  調査研究内容は、以下のとおりである。 

 （１）明日の滋賀を展望する調査（人口フレーム） 

   2015 年度（平成 27 年度）から 2040 年度（平成 52 年度）の滋賀県の将来人口について、社会経済情

勢の変化を考察し、県域全体および地域別に将来人口や世帯数の新たな推計を行う。 

 （２）明日の滋賀を展望する調査（経済フレーム） 

   2015 年度（平成 27 年度）から 2040年度（平成 52 年度）の滋賀県の経済見通しについて、社会経済情

勢の変化を考察し、経済構造の分析や経済フレームの推計を行うとともに、今後の経済成長を維持す

るために必要な人口施策および労働施策等の方向性について分析を行う。 

（３）明日の滋賀を展望する調査（本体調査） 

  2040年（平成52年）頃の滋賀県の課題および将来像について、社会経済情勢の変化の予測と影響を

調査・分析するとともに、政策評価指標のあり方等について検討を行う。 

   調査内容は、以下のとおりである。 

  （ⅰ）滋賀県を取り巻く社会経済情勢の変化の予測と影響についての調査分析等 

  （ⅱ）滋賀県が対応すべき課題及び将来像の整理 

  （ⅲ）評価指標のあり方の検討 

 

３．調査研究方法 

（１） 明日の滋賀を展望する調査（人口フレーム調査） 

   県域全体及び地域別に将来人口及び世帯数などについて推計を行うとともに、合計特殊出生率、社

会移動、死亡率等についての動向や課題整理、今後の見通し等について、特徴や傾向の分析を行う。 

  なお、人口フレーム調査は県全体及び市町ごとの詳細な人口推計を行うため、膨大なデータ処理及び

実務作業を必要とすることから、「株式会社地域未来研究所」にデータ処理作業及び基礎的分析を委託

して、それを基に取りまとめることとした。 

 

 

 
 



（２） 明日の滋賀を展望する調査研究（経済フレーム調査） 

   経済フレームの推計は、産業連関ブロック、労働ブロック、分配ブロック、財政ブロック及び支出ブロック 

から構成される社会経済モデルを用いて実施した。本モデルは、基準とする年の値から目的とする将来 

の一時点を計算する静学モデルであり、将来に起こり得る大きな変化を想定し、推計に反映できる。 

具体的には、５種類の将来シナリオを想定し、それぞれのシナリオにおける社会経済の推計を行った。 

この調査手法を用いたのは、方向性の異なる複数の変化を想定することにより、潜在的な滋賀県の将来 

経済の幅を示すためである。 

  なお、経済フレーム調査を実施するにあたっては、「株式会社イー・コンザル」に専門的知識に基づい 

て社会経済モデルを用いて膨大な実務を委託し、それを基に分析・取りまとめることとした。 

 

（３） 明日の滋賀を展望する調査研究（本体調査） 

   本調査は、国や各種研究機関の各種文献・データの分析などを通じて、中長期的な社会経済情勢の 

変化を定性的、定量的に明らかにし、これらの変化が滋賀県の経済、行財政、地域社会に及ぼす様々 

な影響を調査分析が必要となる。したがって、各大学から関連する専門分野の研究者の参加を得てワー 

キンググループを編成し、テーマごとに調査・検討を行い、滋賀の将来像についての課題を整理した。 

 

４．調査研究体制 

  本調査研究は、以下のメンバーでテーマごとにワーキンググループを編成して実施した。 

 責任者 仁連 孝昭（環びわ湖大学・地域コンソーシアム代表幹事／滋賀県立大学理事・副学長） 

     中野  桂（滋賀大学経済学部教授）＜滋賀の将来像調査リーダー＞ 

     兼重  努（滋賀医科大学准教授） 

     林  宰司（滋賀県立大学准教授） 

     脇田 健一（龍谷大学社会学部教授） 

     島田 幸司（立命館大学経済学部教授）＜経済フレーム調査リーダー＞ 

     加藤 賢治（成安造形大学社会貢献部門主査） 

     富川  拓（聖泉大学人間学部准教授） 

     永田  宏（長浜バイオ大学バイオサイエンス学部教授） 

     佐藤  馨（びわこ成蹊スポーツ大学スポーツ学部准教授） 

     谷口 浩志（びわこ学院大学 短期大学部ライフデザイン学科教授） 

     縄本  敏（環びわ湖大学・地域コンソーシアム事務局長） 

 

なお、第９章の作成にあたっては、下記の先生にもご協力をいただいた。 

     遠山 育夫（滋賀医科大学・分子神経科学研究センター教授） 

     畑野 相子（滋賀医科大学・臨床看護学講座（老年）教授） 

 

 
 



５．調査研究経過 

  ○平成２５年１０月１１日（木）・１８日（木） 

第１回ワーキング（調査実施計画、滋賀の将来像についての調査検討課題の整理） 

  ○平成２５年１１月７日（木）・１１日（月） 

第２回ワーキング（人口・経済フレーム調査、滋賀の将来像について課題ごとに論点の整理） 

  ○平成２５年１２月５日（木） 

第３回ワーキング（人口・経済フレーム調査、滋賀の将来像について課題ごとに論点の整理） 

  ○平成２６年１月１６日（木）・１７日（金） 

第４回ワーキング（テーマごとに課題整理と原稿準備、調査研究報告書の骨子素案の検討） 

  ○平成２６年２月 27 日（木） 

第５回ワーキング（調査研究報告書第一次原稿の検討） 

  ○平成２６年３月 

      各担当者ごとに調査研究報告書原稿作成 
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